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平成 18 年３月期業績予想（中間・通期）の修正に関するお知らせ 

 

 最近の業績の動向等を踏まえ、平成 17 年５月 20 日の前期決算発表時に公表しました業績予想を下記のとお

り修正いたします。 

 

記 

 

１． 平成 18 年３月期 中間連結業績予想の修正（平成 17 年４月１日～平成 17 年９月 30 日） 

 （単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 当期利益 

前回発表予想（Ａ） 

（平成 17 年５月 20 日発表） 
１２，０５０ ２５０ １４０

今回修正予想（Ｂ） １１，７００ △１３０ △１１０

増減額（Ｂ－Ａ） △３５０ △３８０ △２５０

増減率 △２．９ △１５２．０ △１７８．６

（ご参考） 

前期（平成 16 年９月中間期）実績 
１２，２９４ ３５０ １４８

 

２．平成 18 年３月期 中間個別業績予想の修正（平成 17 年４月１日～平成 17 年９月 30 日） 

 （単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 当期利益 

前回発表予想（Ａ） 

（平成 17 年５月 20 日発表） 
１１，７２０ ２３０ １３０

今回修正予想（Ｂ） １１，１４０ △１６５ △１４０

増減額（Ｂ－Ａ） △５８０ △３９５ △２７０

増減率 △４．９ △１７１．７ △２０７．７

（ご参考） 

前期（平成 16 年９月中間期）実績 
１２，００９ ４２３ ２３２

 

３． 平成 18 年３月期 通期連結業績予想の修正（平成 17 年４月１日～平成 18 年３月 31 日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 当期利益 

前回発表予想（Ａ） 

（平成 17 年５月 20 日発表） 
２７，４００ １，２９０ ７３０

今回修正予想（Ｂ） ２７，３５０ ７５０ ４００

増減額（Ｂ－Ａ） △５０ △５４０ △３３０

増減率 △０．２ △４１．９ △４５．２

（ご参考） 

前期（平成 17 年３月期）実績 
２７，２７４ １，２３２ ６０３



 

４． 平成 18 年３月期 通期個別業績予想の修正（平成 17 年４月１日～平成 18 年３月 31 日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 当期利益 

前回発表予想（Ａ） 

（平成 17 年５月 20 日発表） 
２６，６００ １，２４０ ６９０

今回修正予想（Ｂ） ２６，２００ ７２０ ３８０

増減額（Ｂ－Ａ） △４００ △５２０ △３１０

増減率 △１．５ △４１．９ △４４．９

（ご参考） 

前期（平成 17 年３月期）実績 
２６，５３８ １，３２６ ７４４

 

５．修正理由 
（１）中間期 
  当中間連結会計期間の業績は、売上高につきましては、車載用アンテナが国内向け、米国向けと堅調に推

移しているものの、携帯電話用アンテナ及び衛星放送受信用設備改修や再開発を中心とした電波障害対策等

の工事売上が低迷しており、当初計画比、前年実績比共に下回る見込みであります。 
  利益面につきましては、売上が減少すること、原材料の高止まりと売上減少による生産調整等により原価

率が上昇すること、及び研究開発費、減価償却費を中心に経費が増加すること等により当初計画比、前年実

績比共に下回る見込みであります。 
 
（２）通期 
  当社の売上は下半期に高い構造となっており、さらに、当初計画比で車載用アンテナの増加や不感対策用

アンテナの新製品投入等による通信用アンテナの増加及び携帯電話用基地局設置による工事の売上増加等に

より、当連結会計期間の売上高は当初計画比若干の減少、前年実績比微増となる見込みであります。 
  利益面につきましては、下半期の売上は当初計画比増加するものの、現在の環境からして大幅な改善は期

待できなく、当初計画比、前年実績比共に下回る見込みです。 
 
  尚、配当につきましては、期末に１株当たり 21 円を予定しており当初発表と変更はございません。 
 
 ＊上記の業績予想は、現時点における情報に基づき作成したものであり、実際の業績は経済情勢、市場の需

要動向、為替相場の変動等様々な要因によって予想とは異なる結果となる可能性があります。 
 

以  上 


